
国際公務労連（PSI）は世界 150 カ国の 2000 万人の公共サービス労働者を代表する国際的な労働組合連合組織である。PSI は人権

を擁護し、社会正義を提唱し、万人が利用できる質の高い公共サービスを促進しており、国連機関と協力し、労働団体や市民社会

団体などの諸団体と提携して活動している。

RESOLUTION No. 44) MALVINAS

第44号決議)マルビナス諸島

第 29回国際公務労連（PSI）世界大会
2012年 11月 27日－30日、南アフリカ・ダーバン

国連が政策表明のすべてにおいて、マルビナス、南ジョージア、南サンドウィッチ諸島を含む植

民地主義に終止符を打つ願いを表明していること、ならびに植民地が存在し続けるのは普遍的平

和の理想と相反することに留意する。

アルゼンチンと英国は、多くの国連発表、とくに第 2065 総会決議と続く 9 つの決議で認識され
るように、マルビナス、南ジョージア、南サンドウィッチ諸島と周辺海域をめぐって係争中であ

る。

国際連合はアルゼンチンと英国に対し、上記諸国の主権をめぐる論争に平和的解決策を見出す目

的のもと、交渉を再開するよう求めた。

アルゼンチン政府は、主権をめぐる論争に対し、交渉を経た平和的で確実な解決策を導く、永久

に建設的で前向きな姿勢を見せた。

国連総会決議 31/49は、国連総会が勧告した交渉プロセスを当該諸島が経験している状況におい
て、一方的な修正の導入を示唆する決断を控えるよう両国に求めた。

英国は、係争中の地域において、天然の再生不可能な天然資源の搾取と生産、軍事演習の実施な

ど、一方的な行動をとってきた。

天然の再生不可能な天然資源の搾取と生産、軍事演習の実施など、係争中の地域において英国が

国連総会決議 31/49に反してとった一方的な行動に懸念を表明する。

アルゼンチン政府と英国政府に対し、国連憲章と国連総会決議 1514(XV)l(とくに領土の保全に関
する原則）の規定と目的を考慮しながら、およびマルビナス諸島の市民の利益を考慮に入れなが

ら主権をめぐる論争に平和的な解決策を見出すための交渉を遅延なく再開することを求める。

行動プログラムおよび規約を含む大会決議 Congress resolutionsを参照のこと


